
最新テクノロジーで働き方のデジタル化を加速し、

DXを進めよう！

日本マイクロソフト株式会社エバンジェリスト西脇 資哲



マイクロソフトの 2020→2022
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+29% +89% +18% +67%
PCに向かう時間 ビデオ通話利用時間 アクティブユーザー スマホよりもPC



この期間のマイクロソフト

https://www.microsoft.com/en-us/worklab/work-trend-index/hybrid-work

160,000人の従業員を在宅勤務させ、

25,000人の新入社員をリモート採用



この間の日本マイクロソフト

紙資源コスト：

廃棄物処理量：

電力使用量：

環境評価値：

事業継続 / パンデック対応：

広域人財採用 & 遠隔勤務：

広域インターン受け入れ：

86%減（ ¥ / 月）

77%減（ t / 月）

38%減（ kwh / 月）

42%減（ ppm / 基準月）

出社率 4%（緊急事態宣言日：1.7%）

新潟 / 三重 / 愛知 / 北海道 等

福岡 / 京都 / 滋賀 / 奈良 等



在宅勤務とオフィス勤務、それぞれの理由

https://www.microsoft.com/en-us/worklab/work-trend-index/hybrid-work
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ワークライフバランス 仕事への集中 通勤 ネットワーク接続 同僚とのコラボ 飲食の利用 社交的やりとり オフィス什器

在宅勤務の理由 オフィス勤務の理由



この間に働き方はどのように変化したのか

https://www.microsoft.com/en-us/worklab/work-trend-index/hybrid-work

フレキシブルなリモートワーク
を希望する従業員

パンデミックの収束後、
直に顔をあわせて仕事をしたい

従業員

73% 67%



多様なワークスタイルを支える仕組み



働く場所はどうしていますか？

◼自己申告で何％を在宅にするのか自分のライフプランに合わせて設定
◼社内イベントはすべてハイブリッドで実施



デバイスはどうしていますか？

◼会社からSurfaceもしくは各メーカーのPCが支給
◼それとは別に自由に個人のどんなデバイスでも利用可能
◼ Microsoft 365 のデバイス管理によって管理



残業や時間管理はどうしていますか？

◼年俸制であり「労働時間＝給与」という概念がない

◼早く仕事を終えようという成果を求める姿勢

◼ ウェルビーイングやラーニングの時間に会社が投資

◼ ウェルビーイング Day

◼ ラーニング Day



もっと便利に働き方を支える Microsoft 365



オンライン会議運営をさらにスムーズに
会議を自動的に記録 手を挙げた順番を表示



みんなで議論できるホワイトボードの強化

機能が豊富になったホワイトボード



よりコミュニケーションを大切に

Teamsメッセージの固定 相手の時間の表示



内容を理解し、自動的に自分らしい返信をする

AIによるチャット自動応答



内容を理解し、自動的に自分らしい返信をする

AIによるチャット自動応答



メッセージを送る前に相手の状況がわかる



相手の始業開始に合わせてメッセージを送る



メッセージを送る時刻をスケジュールする



プッシュトーク、ミュージックモード採用

プッシュトーク型 Walkie Talkie 対応 ミュージックモード（音楽、アプリ、医療信号対応）



どこにいても大丈夫 Teams Rooms



さらに相手側のカメラ操作やAI 人物認識

Teamsで相手側のカメラを制御
（Teams Room 使用時）

Surface Hub など Teams Roomでの人物認識 AI カメラ



「分断されていない」ことの重要性



働き方のすべてのフローをカバー

人を探す
ドキュメントを

探す
予定表

スケジュール
資料作成 メール

チーム
コラボレーション

チャット

ビデオ会議 コンテンツ管理
ワークフロー

アプリケーション
連携

働き方分析 ラーニング



セキュリティ対策のすべてをカバー

フィッシングメール 悪質な添付ファイル

フィッシングリンクをクリック

端末感染 攻撃者サーバーとの接続

ブルートフォース
漏洩した資格情報

ユーザアカウントの
乗っ取り

横方向移動 特権アカウントの
乗っ取り

ドメイン
乗っ取り

機密情報への
アクセス

データ
摂取・改ざん

Microsoft Defender for Identity

永続化

Microsoft Defender for Office 365 & Threat Intelligence

Microsoft Defender for Endpoint

Azure Information 
Protection

+

フィッシングサイト閲覧

Azure AD Identity Protection

条件付きアクセス

Microsoft Defender for Cloud Apps

Microsoft 365 Security Center



コンプライアンス対策までもカバー

Microsoft 365 Compliance Center

Microsoft Defender
for Identity

SaaSSaaS

データコネクター

文書の自動分類 機密情報の検出

データ分類
Information
Protection

Advanced
eDiscovery

Advanced
Audit

電子情報開示監査ログ

大量ダウンロードなど、
怪しい振る舞いを検知とブロック

USBドライブへの保存や印刷など
の持ち出し行為を検出・制限

Endpoint DLPCloud DLP

Information Barrier

特定部門との
コミュニケーションをブロック

レコード管理

保持ポリシー適用

セクハラ・パワハラの検出

Communication
Compliance

Office 365以外のデータ
の保持や電子情報開示



働き方のすべてのフローをカバー

人を探す
ドキュメントを

探す
予定表

スケジュール
資料作成 メール

チーム
コラボレーション

チャット

ビデオ会議 コンテンツ管理
ワークフロー

アプリケーション
連携

働き方分析 ラーニング

Microsoft 365 Security Center

Microsoft 365 Compliance Center



働き方における「リスク管理」



営業機密管理の実態は内部の不正

内部

外部

「企業における営業秘密管理に関する実態調査2020」報告書について：IPA 独立行政法人情報処理推進機構

https://www.ipa.go.jp/security/fy2020/reports/ts_kanri/index.html


他にもある内部不正リスクの例

スパイ行為

守秘義務違反

知的財産の盗難

職場暴力 コンプライアンス規約違反

詐欺

ポリシー違反

インサイダー取引

利益相反

データ流出 セキュリティ違反

ハラスメント



コミュニケーションの監視でリスクを早期察知

◼テレワークの浸透で見えなくなってきたコミュニケーションを監視



要注意キーワード監視の例



各国レギュレーションに応じて点数化

◼セキュリティ・コンプライアンス対応の不備の解消や改善を
継続的にトラックしスコアリング



働き方改革の ”新時代” へ



従業員エンゲージメントを向上させるために
従業員が働くことを通じて得られる金銭的価値以外での「経験・体験」の向上がエンゲージメントを高める

従業員の選択肢に柔軟性を持たせる

⚫ 働く場所と働く時間を自由に選べる

ハイブリッド ワーク

⚫ 家事、育児や介護など個々の状況に応じた

働き方のオプションの提供

従業員エクスペリエンスを向上させる

⚫ 組織のミッションと従業員タスクの整合性

⚫ 働き方の実態の把握とケア

⚫ 組織とのつながりの維持

⚫ 学習や成長の機会の提供



あらゆるビジネスの原動力は従業員

従業員エンゲージメント

業績上位の企業の 86% が、

デジタルトレーニングプログラ

ムによって従業員エンゲージ

メントとパフォーマンスが

向上したと回答。1

従業員の満足度

従業員の 94% が、

学習や人材育成に積極的

に投資する企業で

長く働きたいと回答。2

従業員の定着度

エンゲージメントの高い

従業員は、そうでない

従業員よりも職場への

定着率が 12 倍高い。3

収益性

従業員のエンゲージメントが

高い組織は収益性が

21% 高い。4

1PwC’s Global Digital IQ survey (英語)、2LinkedIn Learning 2020 Workplace Learning Report (英語)、3Glint、4Gallup

https://www.pwc.com/us/en/library/digital-iq.html
https://learning.linkedin.com/content/dam/me/learning/resources/pdfs/LinkedIn-Learning-2020-Workplace-Learning-Report.pdf
https://www.glintinc.com/press/glint-study-reveals-new-hires-poor-onboarding-experiences-eight-times-likely-disengaged-work/
https://www.gallup.com/workplace/236927/employee-engagement-drives-growth.aspx


Microsoft Viva: 新時代の働き方を支援

Viva コネクション
企業文化とコミュニケーション

Viva インサイト
生産性とウェルビーイング

Viva トピック
知識と専門性

Viva ラーニング
成長と育成

Viva ゴール
目的とアライメント

Viva エンゲージ
企業文化とコミュニケーション



















個人と組織を成長させるリスキリング



注目されるデジタル人材とリスキリング

◼デジタル化をすべての社員のチカラに

◼リスキリング(Reskilling)とは、“職業能力の再開発、再教育”
のこと

◼デジタル化・自動化などの新技術に対応できる能力開発を
行うリスキリングが世界中で始まっている



そんな時間取れない？ → 隙間時間の活用

◼あらゆる日常の隙間時間の合計は1日約２時間
◼ 移動時間、次のアポまでの空き時間、相手が遅刻している時間、ランチを注文してテーブルに
届くまでの時間、病院での診察の待ち時間・・・

◼10分でも勉強はできる

◼勉強する方法が手軽で多様になっている
◼ YouTubeなどの動画、スマートフォン、ネット上の情報、翻訳アプリ

◼徹底して情報のインプットをしましょう
◼ 詳しく調べる/学ぶのはいつでもできます、「知る」ことがまずは大切

https://daigakuzyuken-pro.com/freemoment-study/



会社として積極的に学びの時間をとる

◼「リスキリング」を経営方針の中に入れる
◼ 研修を行うのは新入社員だけではない
◼ すべての社員が学ぶ時間・場所を会社として提供する

◼外部からの学びを増やす
◼ 多様な考えを取り入れる
◼ 外的要因の変化を知る

◼「ITスキル」は社会人として必須と考える風土を創る



Viva ラーニング：スキルアップと成長

仕事の流れの中で学習

Microsoft Teams や Microsoft 365 のユーザーが、
既に業務に使用しているツールやプラットフォーム
に学習コンテンツを統合

学習を簡素化

複数のソースの学習コンテンツや学習ツールを
一元的なハブに集約

パーソナライズされた関連性の高いコンテンツ

推奨と検索のパーソナライズにより、
適切なコンテンツを見つけて新しいスキルを
身につける



毎日の仕事の流れの中にラーニングを



さまざまなラーニングコンテンツにアクセス

今後リリース予定のカスタム API を
使用して、そのほかのコンテンツ
プロバイダーのコンテンツへの
アクセスも可能に！

既定で、Microsoft Learn、Microsoft 365 トレーニングライブラリと
125 (全言語合計) の LinkedIn ラーニングのコースにアクセス可能



利活用を促進するユーザーコミュニティ「ソフクリ365倶楽部」

会員数 1,500名 超え！

トレーニング
コンテンツ

利活用情報

◼ 毎月更新！Teamsマニュアル提供

◼ 毎月開催！オンライントレーニング

◼ PowerAppsトレーニング動画提供

◼ メルマガ「365倶楽部通信」

◼ 活用の参考になる事例公開

◼ 倶楽部会員様用専用Webサイト

どなたでもWebから
会員登録ができます！

続々と協賛企業が参画。
お客様に有益な情報を発信し続けます。

さらにPremium 会員 (ソフトクリエイトよりMicrosoft CSPをご契約中のお客様) になると･･･

Teams
コミュニティ

◼ 会員様同士のコミュニティへの参加

◼ 最新情報や検証情報、運用マニュアルの公開

◼ Premium会員限定のセミナー/イベント



Microsoft アワードを受賞されている信頼のあるパートナー

Microsoft Partner of the Year Awards 4年連続受賞！

▶受賞内容

中堅中小顧客のワークプレース変革を

サポートする事業に大幅かつ持続可能な

成長を遂げたパートナーに授与されます。

Microsoft アワード 受賞歴

2019年 「Microsoft Japan Partner of the Year 2019」特別賞

2020年 「Microsoft Japan Partner of the Year 2020」Retail アワード

2021年 「2021 Microsoft Partner of the Year Awards」ファイナリスト

2022年 「Microsoft Japan Partner of the Year 2022」Retail＆Customer Goodsアワード

2021年 アワード受賞 2022年 アワード受賞

世界100カ国以上、4,400超の企業がエントリーする中で、
Modern Workplace for SMB 部門のファイナリストに選出されました。

「2021 Microsoft Partner of the Year Awards」ファイナリスト 「Microsoft Japan Partner of the Year 2022」Retail＆Customer Goodsアワード

▶受賞内容

ソフトクリエイトのグループ企業である

visumo社と「visumo on Azure」を共同開発し、

小売市場の企業に対してビジネス成長を実現しました。

日本マイクロソフトがパートナー企業を対象に、優れた実績を
収めた企業を選出するプログラムで4年連続の受賞となります。

World

Award

Japan

Award

※「2021 Microsoft Partner of the Year Awards」ファイナリストを含む



自社導入で蓄えたノウハウをお客様に還元しています

Microsoftの事例サイトに掲載中 自社運用の経験・ノウハウをサービス化



日本/米国 マイクロソフト リニューアル



この間に働き方はどのように変化したのか

https://www.microsoft.com/en-us/worklab/work-trend-index/hybrid-work

ハイブリッドワークに適した
職場環境のリノベーションを

検討している経営者

66%



2022年6月20日 日本の全サービス再開



2022年2月28日 米国本社の全サービス再開



Microsoft’s Redmond Campus Modernization Project
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Microsoft’s Redmond Campus Modernization Project



Microsoft’s Redmond 

Campus Modernization 

Project

*Approximate total of 3,000,000 SF

Campus Modernization is 

composed of 5 unique villages, 

plus a subterranean parking  

structure and Back of House

facility. The approximate  

anticipated build-out is as follows.

Washington

Sammamish

Whatcom

Open Space

Chelan

Plaza (R)

Villages

72
Acres New Buildings

SQFT of Workspace People

BIM / 3D Building 

Components

Fiber Optic 

Cabling

Concrete from Demolition = 

Empire State Building

Demolition Waste 

Recycled

17

3M 12,000

100/2.8M 9.5 miles

1.3 95%



2023
Light Rail Stations
Redmond Technology Station 

2023 
Hotel/Retail (optional)

2022
Campus Refresh     
(3M SF new development)

2020 
Pedestrian Bridge (East & 
West Campus connect)

2020
Bus Loop and Garage

2024
Future Light Rail Extension

2020
Overlake Village Station 
Bridge

2018 
Demolition Started

2017
Infrastructure Discussions with 
the City

*Publicly Funded
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働く場所はどこへ行くのか？





働く空間のオンライン（デジタル）化

◼ 2020年からの2年間でオンラインで働くことができた
◼インターネットさえあればコミュニケーションがとれる
◼ 資料はオンラインで共有され、会議はビデオ会議へとデジタル化
◼メールもスケジュールもほぼすべてオンライン

会社(会議室/執務エリア) オンライン(インターネット)





しかしながら、会社という空間は…

◼予期しない偶発的な出会いがある
◼ 出社したとき、エレベーターですれ違った時
◼ ランチ時、喫煙スペースなど

◼仕事以外のコミュニケーションがある
◼ フランクな会話、趣味の会話、雑談

◼仕事以外のスペースがある
◼ 玄関/受付、トイレ、通路/廊下、休憩所

◼何よりも一体感がある



ビル・ゲイツもアフターコロナで移行を予測

“今後2、3年のうちに、ほとんどのオンライン会議は、2Dのカメラ画像のグリッドから、
デジタルアバターによる3D空間であるメタバースに移行するだろう”

Within the next two or three years, I predict most virtual 
meetings will move from 2D camera image grids—which I call 
the Hollywood Squares model, although I know that probably 
dates me—to the metaverse, a 3D space with digital avatars. 
Both Facebook and Microsoft recently unveiled their visions for 
this, which gave most people their first view of what it will look 
like.

https://www.gatesnotes.com/About-Bill-Gates/Year-in-Review-2021











Mesh for Microsoft Teams

◼アバターとイマーシブスペース（没入型スペース）の提供



Mesh for Microsoft Teams

◼ワークコラボレーションツールである
Microsoft Teamsにメタバースを統合

◼ Microsoft 365 の機能を活用できる

◼ Windows MR対応のヘッドセットや、
HoloLens 2だけでなく、PCやスマー
トフォンからも仮想空間に参加できる

◼ 仮想空間にはアバターで参加

◼自動翻訳により言語の壁を越えてコミ
ュニケーションができる



Meta 社との連携

◼TeamsのアバターとMetaのアバターがTeams内で連携
◼Teamsの会議がMetaの「Horizon Workrooms」環境内



最新テクノロジーで働き方のデジタル化を加速し、

DXを進めよう！

日本マイクロソフト株式会社エバンジェリスト西脇 資哲
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Thank You!




